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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成27年4月16日(2015.4.16)

【公開番号】特開2013-182000(P2013-182000A)
【公開日】平成25年9月12日(2013.9.12)
【年通号数】公開・登録公報2013-049
【出願番号】特願2012-43460(P2012-43460)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｂ  15/05     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  15/02     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/238    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｂ   15/05     　　　　
   Ｇ０３Ｂ   15/02     　　　Ｒ
   Ｈ０４Ｎ    5/238    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成27年2月27日(2015.2.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記の目的を達成するため、本発明による照明装置は、透過する光の色特性を変化させ
る光学アクセサリを発光部の前方に取り付け可能であり、撮像装置に着脱可能な照明装置
であって、前記発光部の前方に取り付けられた前記光学アクセサリの特徴に関する情報を
取得する取得手段と、前記取得手段により取得された前記光学アクセサリの特徴に関する
情報を装着された撮像装置に送信する送信手段と、を有することを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明による撮像システムは、透過する光の色特性を変化させる光学アクセサリを発光
部の前方に取り付け可能な照明装置と、撮像装置とを有する撮像システムであって、前記
発光部の前方に取り付けられた前記光学アクセサリの特徴に関する情報を取得する取得手
段と、前記取得手段により取得された前記光学アクセサリの特徴に関する情報と前記照明
装置を予備発光させて取得した測光値とに基づいて、当該照明装置の本発光量を演算する
演算手段と、を有することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透過する光の色特性を変化させる光学アクセサリを発光部の前方に取り付け可能であり



(2) JP 2013-182000 A5 2015.4.16

、撮像装置に着脱可能な照明装置であって、
　前記発光部の前方に取り付けられた前記光学アクセサリの特徴に関する情報を取得する
取得手段と、
　前記取得手段により取得された前記光学アクセサリの特徴に関する情報を装着された撮
像装置に送信する送信手段と、
　を有することを特徴とする照明装置。
【請求項２】
　前記取得手段は、前記光学アクセサリの特徴に関する情報として、前記発光部を発光さ
せたときに前記光学アクセサリによって減光される量に関する情報を取得することを特徴
とする請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
　前記撮像装置は、前記照明装置を予備発光させて取得した測光値に基づいて当該照明装
置の本発光量を演算するものであって、
　前記取得手段は、前記光学アクセサリの特徴に関する情報として、予備発光量に対して
前記光学アクセサリによって減光される量を補正した補正予備発光量を表す情報を取得す
ることを特徴とする請求項２に記載の照明装置。
【請求項４】
　光源と、
　受光手段と、を有し、
　前記取得手段は、前記光源から発せられ前記光学アクセサリを透過した光を前記受光手
段により受光した受光結果に基づいて、前記光学アクセサリの特徴に関する情報を取得す
ることを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載の照明装置。
【請求項５】
　前記光源から発せられ前記光学アクセサリを透過した光の色特性に関する情報と前記光
学アクセサリの特徴に関する情報とを対応付けした情報を予め記憶する記憶手段を有し、
　前記取得手段は、前記受光手段の受光結果に基づく前記光学アクセサリを透過した光の
色特性に関する情報と前記記憶手段に記憶された情報とに基づいて、前記光学アクセサリ
の特徴に関する情報を取得することを特徴とする請求項４に記載の照明装置。
【請求項６】
　透過する光の色特性を変化させる光学アクセサリを発光部の前方に取り付け可能な照明
装置と、撮像装置とを有する撮像システムであって、
　前記発光部の前方に取り付けられた前記光学アクセサリの特徴に関する情報を取得する
取得手段と、
　前記取得手段により取得された前記光学アクセサリの特徴に関する情報と前記照明装置
を予備発光させて取得した測光値とに基づいて、当該照明装置の本発光量を演算する演算
手段と、
　を有することを特徴とする撮像システム。
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